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自律移動支援システムに関する

技術仕様（案）の活用
道路研究部 道路空間高度化研究室

主任研究官 小塚 清 室長 金子正洋部外研究員 伊藤克広

（キーワード） 自律移動支援、ユビキタス、技術仕様書、歩行空間ネットワークデータ

１．自律移動支援システムにおける国総研の役割

国土交通省では、ＩＣタグなどのユビキタス

情報基盤を整備することにより、「移動経路」「交

通手段」「目的地」「周辺施設情報」など、あら

ゆる場面において必要な情報に、「いつでも、ど

こでも、だれでも」アクセスできる環境の構築を

目指す自律移動支援プロジェクトを推進している。

平成16年度からの全国各地での実証実験を経て、

定常的なサービスへの移行を目指し、平成21年度

からモデル事業が実施されている。

定常的なサービスへの移行にあたって、地区間

での機器類の互換性確保、サービスに必要なデー

タ統一的な収集、蓄積のためのルールづくりが重

要となる。国土技術政策総合研究所は、学識経験

者、民間企業、ＮＰＯ、国、地方公共団体等、様々

なメンバーが参加する本プロジェクトで様々な技

術的課題に対する検討を行う役割を担っており、

その結果を「自律移動支援システムに関する技術

仕様（案）」として平成20年5月にとりまとめた。

２．自律移動支援システムの概要

自律移動支援システムは、あらゆる場所に、場

所を識別するコードと通信機能を持った機器を張

り巡らせ、サーバ等で別途管理されている情報に、

ユーザーが携帯端末を使いアクセスできるよう構

成されている。本システムにおいては、日々変化

を続ける情報をサーバ等で別に管理するため、迅

速な情報更新が可能なことが特徴である。

３．歩行空間ネットワークデータの整備及びモニ

ター調査の実施

平成22年度からは、三大都市圏の中心部におい

て、自律移動支援システムに不可欠な歩行空間で

のバリア情報をはじめとした歩行空間ネットワー

クデータの整備に着手した。データの整備は、各

地方整備局により、データの基本構成、データ内

容などについて規定された、技術仕様に沿って進

められているところである。

同時に、実際に作成されたデータに対する利用

者意見をもとに、データの有用性確認、利用者ニ

ーズのデータ内容への反映、提供情報項目の優先

順位付けなどを行いつつ、常にデータ内容のスパ

イラルアップを図る必要がある。

このため、先行してデータの整備が進められた

上野駅周辺地区を対象に、車椅子利用者、視覚障

害者などの方々に参加を募りモニター調査を行っ

た。モニターの方々には、

実際の歩行と歩行区間に

おけるネットワークデー

タ提供とを同時に行い、

歩行中及び歩行後にアン

ケートに答えて頂いた。

これらの結果をもとに技術仕様案における課題

を抽出するとともに、利用者にとってより有用な

情報を低コストで提供可能なデータ内容について

の提案を行った。この調査結果を参考に、今後の

技術仕様のさらなる高度化につなげる予定である。

表 調査結果に基づき追加が必要とされたデータ項目例
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ITSスポットの全国展開
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１．これまでの経緯

国土技術政策総合研究所では、VICS、ETCなどこ

れまで個別提供されていたサービスに加え、多様

なサービスを一つの車載器で利用できる車内環境

の実現に向け、2005年より官民共同研究をはじめ

とする研究開発を行ってきた。2007年度の高速道

路上での実証実験、2008年度の省庁連携による大

規模実証実験を経て、2010年1月にそれまでの成果

を踏まえ、路側無線装置、センター装置群、装置

間インターフェース等について「スポット通信サ

ービスに係る仕様書（案）」の策定を行った。

２．ITSスポットの整備

国土交通省では、関連仕様の策定を受け、2010

年度に全国の高速道路上を中心に約1,600箇所で

路側機（ITSスポット）の整備を段階的に行ってい

る。また、これに先立ち民間メーカから、ITSスポ

ットにより提供されるサービスを利用できるITS

スポット対応カーナビが2009年秋から市販開始さ

れている。

図１ ITSスポット設置予定位置

３．ITSスポットサービス

2011年1～3月より、全国で以下の基本サービス

及び一部の機種で利用可能なインターネット接続

サービスの提供が開始される。また、プローブ情

報の収集も開始される。

(1)ダイナミックルートガイダンス

新たな高速・大容量の路車間通信により、県境

を越える広域の道路交通情報（道路延長で最大約

1,000km）が、リアルタイムに配信され、最適の

ルートをカーナビ・システムが選択することが可

能となるサービス。

(2)安全運転支援

通常時は道路交通情報を提供するITSスポット

で、緊急時に安全運転支援情報を提供するサービ

ス。道路上の落下物情報の配信や、カーブ先やト

ンネル先の見えないところで急に渋滞に出くわす

交通事故多発地点等での渋滞情報の配信をITSス

ポットで行い、安全運転支援の注意喚起等を実施。

図２ 安全運転支援一例

４．今後の課題

今後、ITSスポットを活用するサービスの開発・展

開を、官民協働で進めていくことが期待される。

【参考・関連するHPのURL】

http://www.mlit.go.jp/road/ITS/j-html/spot_d

src/index.html 
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